
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時   令和 6年９月１４日（土）13:00～15:00 

会場   鶴瀬コミュニテイーセンターホール 

講師   千種 ゆり子氏  

気象予報士、防災士、富士見市ＰＲ大使 

受講生数 １０１名 

 

《 講 師プロフィール 》 

    富士見市出身。一橋大学法学部卒業 

    2013 年度に気象予報士資格を取得 

    2014 年度から NHK 青森放送局でお天気キャスターとして出演 

    2016 年 4 月、テレビ朝日でニュース原稿作成等のデスク業務を務める 

    同年 5月 1日、富士見市 PR 大使に就任。 

    2017 年 1 月 7 日、テレビ朝日『スーパーJ チャンネル』（土曜版）に出演開始 

    2021 年 10 月、TBS『THE TIME,』にお天気キャスターとして出演開始。 

 

はじめに 

 千種ゆり子先生は富士見市に生まれ、小 4～30 歳ごろまで 富士見市に在住。水谷小学

校、本郷中学校で学ぶ、2015 年富士見市 PR大使に任命される。 

小４から温暖化に興味をもち、阪神淡路大震災、東日本大震災をきっかけに大学卒業後、気

象予報士、防災士をめざし資格を取得された経緯やその後、気象予報士としてテレビ、ラジ

オに出演をされていた話を伺う。 

 お天気お姉さんと気象予報士の違い、先生は現在ネット配信が多いと紹介があった。 

 

 

講 師 ： 千種ゆり子氏 （ちぐさゆりこ） 

気象予報士、防災士 

令和 6年 

9月 14日（土） 

13:30～15:30 

鶴瀬公民館 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

講演の内容 

１． 最近の富士見市の突風災害について 

 

（１）今年７月２４日に水子貝塚、みずほ台中央公園、大応寺の倒木や屋根が吹き飛ばされ

る被害があり、志木市の被害状況も大きかった。 

これはダウンバーストまたはガストフロントの可能性が高い。（気象庁の現地調査） 

そもそも積乱雲により竜巻とダウンバーストの違い、ただし同じ竜巻注意報が出される。突

風の強さの指標がある。倒木の倒れた向きからも判断される。 

（２）雷のピンポイント予測は難しいが発生しやすいかは予測可能。 

雷から身を守るために。俗説に惑わされない。 

 

２． 気象災害から身を守るために 

 

（１）被害状況 平成３０年、令和元年の台風による人的、物的被害状況。 

台風に関する誤解→温帯低気圧になれば安心、実は安心できません。 

大雨の可能性が大きい。同じ勢力でも十人十色で雨雲、風速分布は様々。 

 

（２）線状降水帯について。避難・災害対策の難しさ。 

テレビの気象予報は総論で、自分の地域や自宅が安心かどうかはわからない。 

 

（３）避難指示について 

最新の防災情報、富士見市のホームページをこまめにみる。 



お勧めの情報は、「キキクル」で休憩時間に、先生による個別スマ

ホの操作指導をしてもらえた。Ｙａｆｏｏ！天気アプリでも同じ

情報、ＨＰでも見られる。 

ただしＹａｆｏｏ！では見られないものもある。 

富士見市の河川ライブカメラも参考に。いずれにしても「キキク

ル」やＹａｆｏｏ!の操作を平時に慣れておく必要がある。 

 

（４）いざ避難！各自で的確に判断。 

 「重ねるハザードマップ」で検索。 

 

３． 極端気象と地球温暖化 

 

（１）熱中症による死亡者数の推移をみると多い年で１５００人

以上の死者。 

熱中症警戒アラート・・・過去に例のない危険な暑さで、２０２

３年は世界的に記録的な暑さ。 

 

（２）大雨、猛暑はなぜか・・・高気圧などの気圧配置 

ヒートアイランド現象、温暖化とは「厚底サンダル」みたいなものです。 

また気温が高くなると夏は大雨が多い。 

 日本周辺の気温が１．４度℃上がると雨量は１３，６％上がる。（２０１９年台風１９号） 

 雨量が上がると、流量は２２％上がる（長野県千曲川のピーク） 

 人為的温暖化の影響で最低でも５０００億円程度の損失。 

 

４． 脱炭素に効果がある活動 わたしたちにできること 

 

緩和策（温室効果ガスの回収も含む、コストが高い）と適応策（温暖化が進んでも対応でき

るようにする） 

温室効果ガスの排出源（国別）最多の中国、アメリカ、インド、ロシア、日本、ドイツ、韓

国など。 

 

（１） 世界で対策を進めるために 

 

ＣＯＰなどの国際会議が開催・・・これ以上温暖化を進めないために 

企業が率先して連携し対策に取り組む。日本の部門別二酸化炭素排出量の割合では産業が３

４．０％、運輸１８．５％業務その他で１７．３、家庭で１５．３％ 

（２） ２１００年 未来の天気予報 

各国が提示している目標値をクリアできなかった場合、大阪と東京４３℃、名古屋と新潟４

４℃、仙台と札幌４１℃、福岡と高知４２℃で人は生きていられるのか？世界が地球温暖化



対策を始めました。 

パリ協定の目標値をクリアできた場合で大阪、東京と新潟 40℃、名古屋 

４１℃福岡と高知は３９℃、仙台３８℃、那覇３６℃、札幌３７℃、これでも暑いです。今

日まで全国で１２万人が熱中症で救急搬送されている。 

 

（３） なぜ温暖化が起こっているのか 

 人為起源の「温室効果ガス」（二酸化炭素、メタンなど）が原因。火力発電 

先生よりクイズが出され過去約１００年の間に東京の夏の気温はなんど℃上がっている

か？答えは 2，1℃ ちなみにパリ協定の目標は１．５℃ 

 

５． 脱炭素に効果がある行動 

 

（１） 脱炭素に効果が大きい行動 

 

（２） 太陽光発電の効果は大きい 

 

（３） 森を守ることも大切  森を守りながら再生可能エネルギーとの両立 

 

（４） 秩父市の取り組み  秩父新電力  ２０２０年からゼロカーボンシティの実現に

向けての取り組みの紹介。 

 

（５） 地球の未来を守るために何ができるか 個人でできる対策と効果 

脱炭素のために何ができるか 脱炭素のためになる仕事をしている人や会社を買い物で支

援をする。「推し活」に似ている。 

 

「仲間を増やす」私たちにできること 

 豪雨や猛暑をあらかじめ減らすために、地球温暖化防止を行うという視点が大切。→多く

の人、企業とつながり協働することが必要。 

  

 先生からは「キキクル」「Ｙａｈｏｏ！」で防災情報の調べ方、気候変動アクションガイ

ドなど持ち帰り用に資料提供がありました。  

 

 

質疑応答 

 ２人の方から質問がありましたが、時間の関係で終了しました。   

           

           

           



           

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
報告 加藤久美子 



アンケート集計結果 

      参加者 101名 

    申込者実参加者  67人 （申込総数 95人 欠席 28 人  ） 

    当日参加     27人  

   スタッフ      7人  

回収率  70.3 ％ 

講演会参加者数  101人 

アンケート回収   71人 

１． 講演会について 

 

項目 満足 普通 不満足 合計 満足度 

1 内容について 60 11 0 71 84.5 

2 講師について 64 7 0 71 90.1 

合計 124 18 0 142 87.3 

満足度      

 

感想・ご意見 不満について 

 
１． 楽しかった 

２． アメリカの CO2 は、意識の問題？TOPの問題？ 

３． とてもわかりやすく良かった 

４． 講演内容は全般的に理解しやすかった 

５． 具体的事例でよく理解できた 

６． 水色の字が見にくかった。フォントは大きかったが。レジメの内容にもう少し

資料を付けてほしかった 

７． 話がとても聞きやすかった 

 

２．今後の講座講演会について、取り上げて欲しいテーマテーマや講師 

名などを記入下さい 
１． ＧＨＧとＧＸの取り組み 

２． 原爆 

３． ＳＤＧｓについて 

４． 太陽光発電の現実化→市民への太陽光発電住宅化 

５． 温暖化ガスの問題でも中国の動向が大きく作用するので中国の国情の研究を受

講したい 

６． 老人ホーム 

７． 絵本作家 

８． 稲垣栄洋（植物学者）植物の進化、地球の歴史、生き物の進化 

９． 郷土の歴史 



１０．健康について。食生活について 

１１．環境と食品（資源、食の安全） 

１２．避難所について（避難者、運営者双方の視点から） 

１３．宗教特に公明党山口代表が辞め磁気代表に石井幹事長が就任、この件について 

１４．里山保全活動。家庭菜園成功の道 

１５．相続税→具体的手続き方法等 

１６．講演中操作が終わってもいつまでもしゃべっている人がいて困った 

3.富士見市民大学について 

① 受講したことがある人に伺います 

 設  問 人数 ％ 

1 現在受講してる ７  

2 以前に受講してた １８  

3 市民大学についてよく分からない １０  

合  計 ３５  

② 受講してない人に伺います 

設  問 人数 ％ 

1 講座テーマに興味が無い ４  

2 会場が遠い ４  

3 曜日、時間が合わない ９  

4 講座の回数が多い １  

合計 １８  

４．回答者の属性について 

① 性 別 

 

 

② 居住地域 

 

 

 

設  問 人数 ％ 

１ 女性 ３３ 47.1 

２ 男性 ３７ 52.9 

合  計 ７０  

設  問 人数 ％ 

１ 富士見市 ６７ 95.7 

２ 富士見市外 ３   4.3 

合  計 ７０  



配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


